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A３.　GPS携帯を搭載したブイ漂流・追跡実験（大阪湾）
・実海域での漂流物の移動を検証

A３.　外洋域
海岸に漂着す
る海洋ごみの
起源

30都道府県，延べ212海岸か
ら回収された使い捨てライ
ター（11,331本）の地区別消
費製造国割合
（ライタープロジェクト04）

Japan Korea Taiwan China Hong Kong

A３.　瀬戸内海には外洋域からも流入する

台湾を起源とするオレンジフロートおよ
び中国，台湾，韓国を流出地とするライ
ターの漂着地の分布

A３.　川からもやって来る
水辺の漂着散乱ごみ指標評価調査手法
• 区間（緑線）と区間ランク（青字）
• 点（青丸と引き出し線）と点ランク（赤字）
• 航跡（赤線）
• 距離（始点から河口までの区間ごとの距離，区間に
は未調査区間も含む：緑字）

河川ごみマップによる散乱分布の比較
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A３.　河川調査から見えてき
た発生源付近での問題点

• 大和川の総量は，未調査区間に相当量
あると考えられるため，まだ増える。

• 川沿いのごみステーションからの流出
• 農業系ごみ問題（用水路の管理，河川
敷の農地利用）

• 人家がなくても車道があればごみがあ
る（不法投棄，流域人口から通過人
口）

• 河川敷散乱ごみ量：車道＞自転車道
• 川では流れのないところに集積
• 川での回収は困難
• ブルーシートハウス




